褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成１９年　　10月　　3日　（水）　　　　　　　　　　　　開催回数　第　6　回

時　間　　１５：3０～　１６：００

場　所　　病院管理棟２階会議室
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議事録

１．連絡事項

· 委員会の開催は毎月定時で実施していますので、きちんと欠席する場合は、事前に連絡

お願いします。また、急の場合も委員長に一言声かけて下さい。

委員会も業務のひとつなのでできるだけ参加を、参加できないときは議事録をきちんと

確認お願いします。

２．委員会の書類と管理について

＜病院＞

1 褥瘡関係書類の書式について

· 今後は従来の紙ベースで確認印をもらうタイプに加え、パソコン内でフォルダ管理を出来るようにしていきます。必ず、パソコン内のフォルダに打ちこみ、それを印刷し提出するという形になります。しかし、印刷の仕方はまだ検討中である為、打ち込みのみはきちんとやっておくようにしましょう。

· 看護計画や診療計画などは一患者様一フォルダとしてやっていきます。

· 今後は、委員会のスタッフがいない西病棟、北病棟にもＯＨスケールの評価を実施、また病棟へのスタッフへ指導できる職員の育成を目標に横浜Ｎｓを中心に行っていきます。

2 書類の管理について

・予防診療計画書に関して

　委員会のフォルダへ患者様1名に１フォルダとし、その中に1ヶ月に1回評価したものを保存していく形とする。印刷方法、書類を診療録への挟め方は今後検討していく。

＜南山苑＞

・褥瘡診療計画書の書式について

現在、ケア計画書を看護を中心として作成しているが、今後は介護スタッフと協力し、作成していきたい。担当職員を以下のように検討中。

2階・・・井上由紀と新田裕佳・古里瑞希・福士亜希子

3階・・・杉澤八重子と坂口淳子

・補助用具の購入について

作業療法士の先生より、現在利用者様のポジショニングをする際のクッションがたりないとのことで稟議書作成していく。現在、先生がクッションが必要な利用者様のリストアップをしてくれているのでそれが終了次第作成していく。

＜患者様ケア検討＞

南病棟

· 竹内　セツ様→褥瘡部位…腰臀部

ブレーデンスケール19点　　D4e2s4I2G4N1  計17点

創部からの浸出液多く毎日処置を行っていますが、創部の改善見られず。主

治医と御家族が面談し、家族の強い希望で10月2日八戸市民病院へ受診して

、ゲーベンクリームが処方となっています。次回10月12日受診予定で、Ｃ

Ｔと組織検査を行う予定となっています。今後は、八戸市民病院との連携も

密にして情報交換し、全身状態の改善にも努めていきます。

※次回　11月7日です。参加して意見を出しましょう

。










